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達成度

自己
評価

外部
アンケート
等

総合
(1) 自分の学校が好きだと感じている生徒の割合は、８

0％以上である。
ⅰ全職員共通理解した上で、言葉遣い、挨拶、マナー、身だしなみ等
の指導を行い、生徒にはその指導は進路実現に向けて必要不可欠であ
ることをきちんと理解させる。【生指・進路】
ⅱ生徒に生活の中心を学校に置かせて、授業や行事において生徒が達
成感を味わえたり、自信を持てたりするよう、集団とともに個人を大
切にした指導を展開する。【教務】

B B B

・学校が好きな生徒との回答が80％なっており、学校生活が充
実していると感じる。授業参観においても、生徒が生き生きと
笑顔で頑張っている姿が見られました。地域に密着した指導を
評価します。今後さらに生徒が多様化してくることも考えられ
るが、生徒が安心して登校できる学校であって欲しい。

(2) ぐんまチャレンジ・ハイスクールとして本校の取組
である「基礎・基本の充実」「コミュニケーション
力の育成」「進路選択力の育成」を意識して、自分
のキャリアアップの向上を目指している生徒が７
0％以上である。

ⅰ進路行事、学校設定教科「教養表現」を中心として、すべての教科
において、ぐんまチャレンジ・ハイスクールの「基礎・基本の充実」
「コミュニケーション力の育成」「進路選択力の育成」を意識した授
業展開を図る。【教務・進路】
ⅱ教養表現の学習内容にビブリオバトルを組み入れ、生徒の表現力を
高める指導を行う。

A A A

・ぐんまチャレンジハイスクールの取り組みにより、自分の
キャリアアップの向上を目指している生徒と、学校が好きな生
徒がともに、80％と回答している。あらゆる活動で、先生と生
徒が信頼関係を築きながら、同じ目標に向かって取り組んでる
ように感じる。

(3) 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠⅡ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱの少人数制お
よび数学ⅠＡ･精選数学の習熟度別の授業、情報Ⅰ･
情報処理実習･情報表現実習、表現基礎･マナーと表
現ⅠⅡのﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ（T.T）の授業形態に、生徒
の８5％が満足している。

ⅰ教育課程委員会において、生徒の実態に則した教育課程を検討す
る。【教務】
ⅱ生徒についての情報交換や学習内容に関する意見交換（職員会議・
学年会議等）を行い、指導方法の改善を図る。【教務】

A A A

・アンケート結果から、生徒が将来を見据え、意欲的に取り組
んでいる姿がみられる。少人数授業や習熟度授業が十分な効果
をあげていることがわかる。このほかにも、生徒の実情にあっ
たきめ細やかな学習指導について考え、指導法を模索していっ
て欲しい。

(4) 授業がわかりやすいと感じている生徒が８5％以上
である。

ⅰすべての科目において、ＩＣＴを活用した効果的な指導や書字・読
字に困難を抱える生徒に対する学習支援を実践する。【教務】
ⅱ「学び直し」の視点を取り入れた生徒にとってわかりやすい授業を
展開する。【教務】
ⅲ「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善に向けた職
員研修を積極的に行う。【教務】

B B B

・授業が分かりやすいとの回答が8０％以上ということが、成
績の向上にも見られると思っているので、これからも一人ひと
りにあった指導をお願いしたい。「インターンシップ報告会」
での発表会では、自己実現に向けて頑張る高校生の姿を見るこ
とができました。

(5) 図書通信（Library）を定期的に（発行予定１2
回）に発行し、多くの生徒に図書館を利用してもら
う。

ⅰ朝の読書推進委員会を開き、朝の読書の推進・改善・充実について
検討する。【教務】
ⅱICTを活用し、様々な方法で、本や図書館についての情報発信を定
期的に行う。【教務】
ⅲ図書館に足を運んでもらえるような環境・雰囲気づくりに力を入
れ、生徒の読書意欲を喚起する。【教務】

A A A

・読書離れが進むといわれる状況の中、朝の読書、授業との連
携のみならず、学校行事（ビブリオバトルなど）にも取り入れ
るなど、生徒への図書館利用の促進へ向け、積極的に読書に対
する興味を持たせる努力をしていることがわかる。今後もこれ
らの取り組みを継続し、生徒たちの読書意欲を高めていただき
たい。

(6) 学力が身についたと感じている生徒が、７5％以上
である。

ⅰ指導と評価の一体化による授業改善を推進し、生徒の基礎学力の向
上と定着を図る。【教務】
ⅱ放課後の補習や課題の指示を積極的に行う。【教務】

A A A

・学力が上がっているとの回答結果がでていることは良いと思
う。少人数制の授業など、生徒の実態にあった授業を行ってい
ることがうかがえる。様々な生徒がいる中、改善が必要なこと
もでてくるとは思うが、今後もよりよい授業をめざしていって
もらいたい。

(7) 各種検定や資格取得を推奨し、のべ５００人の生徒
が検定等に挑戦し、５0％以上の合格率である。

ⅰ資格取得の意義について啓発指導を行った上で、日本漢字能力検
定・実用英語技能検定・家庭科技術検定・全商ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定・
全商情報処理検定などの検定試験を校内で実施する。【教務】

B B B

・自分の学力がついてくると、いろいろなことにチャレンジし
てみたいと感じる生徒が増えていくはず。この結果として、合
格率が上がっていると思う。資格の必要性を伝え、これからも
生徒の意欲向上に努めていってほしい。

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

(8) 朝の玄関指導、あいさつ運動を１学期に３０日、２
学期に４０日、３学期に３0日以上実施する。

ⅰ玄関指導を通じ、基本的生活習慣の確立を図る。【生指】
ⅱ風紀委員、生徒会本部役員も参加しあいさつ運動を実施。学校への
帰属意識や社会性を身に付ける。【生指】 B B B

・朝のあいさつ運動、町の行事等でも、玉高生が自ら進んで挨拶に来
てくれる。あいさつは人間関係における基本だということを、身に付
けてほしいと思っている。玉高の「学校中心の生活をしよう」という
指導の一環として、今後とも指導の継続をお願いしたい。

(9) 情操教育を目的とする花いっぱい運動を１・２学期
に1回ずつ実施する。

ⅰ1年生全体で、計画的に実施する。【保健施設】

B B B

・花壇がきれいに整備されている。花がある校庭は素敵だと思う。継
続していってほしい。

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

(10) いじめの防止や早期発見に努め、いじめの解消率が
１０0％である。

ⅰ人権やいじめに関するアンケート調査を実施し、いじめの未然防
止、早期発見及び早期対処に努める。【教務・生指】
ⅱ集会時に人権やいじめに関する話題（特にSNSに関するトラブル
等）を取り上げる。また、ＬＨＲ等で人権や道徳に関する学習活動を
実施する。【教務・生指・道徳教育推進】

B B  B

・人間関係が複雑化し、なかなか口にするのは勇気が必要となる状況
のなか、いじめの問題に対して小さなことから目を向けていること
は、保護者側からも助かると考える。今後も、生徒の実態把握に努
め、丁寧な指導をお願いしたい。

(11) １日の遅刻率を１．5％以下にする。 ⅰ遅刻時の家庭連絡を徹底する。【学年】
ⅱ遅刻・欠席グラフの作成を通じて、現状の可視化を行い、指導の機
会を増やす。【生指・学年】
ⅲ学年指導や成績並びに生活改善保護者会を開催し、生徒の反省と改
善を支援する。【学年・教務・生指】

C C C

・欠席・遅刻が増えたという点は残念である。理由は様々であるとは
思うが、時間を守ることは、社会では信用問題に直結する。生徒に基
本的なルール遵守の態度や基本的な生活習慣を身に付けさせ、「当た
り前のことをやりきらせる」厳格な指導を希望する。

(12) 服装を正し、場に応じた適切な声量で用件を伝える
ことができる生徒が９0％以上である。

ⅰHRにおけるマナー指導を実施する。【学年】
ⅱ全職員で入退室の作法に関する指導を徹底する。【生指・進路】

B B B

・服装に関しては、目についてしまうことがありました。あいさつも
大切だが、学校以外でも身だしなみは人に見られていると自覚してし
てほしいと思う。今後も、生徒が社会人となったときに困らない指導
を継続して欲しい。

7 計画的な指導を行っていま
すか。

(13) キャリア教育につながるよう、外部機関や外部人材
を活用した進路行事を各学年とも年4回は実施す
る。

ⅰ総合・ＬＨＲの時間を利用して、生き方在り方の指導や職業観の育
成につながる講演会や学習会を実施する。　【学年・進路

A A A

・企業とタイアップし、各学年にあったガイダンスを数多く行
うなど、進路意識向上が計画的に図られている。また、玉高
は、外部講師の活用を積極的に行っており、社会へ出て役に立
つことを学ぶ機会として、大変有意義である。小規模校ならで
はのきめ細かい対応ができていることは魅力である。

(14) 進路通信を定期的に発行する。（発行予定12 回） ⅰ実情に即した進路情報提供と意識啓発を目的とした「進路通信」を
毎月発行する。【進路】

B B B

・生徒だけではなく保護者に対しても情報発信していくこと
は、とても必要なことである。ただ、アンケートの内容をみる
と、学校の配付物が必ずしも、保護者まで届いていない部分も
見えるので、この点については、何らかの指導・改善の必要性
を感じる。

(15) 学校をあげて進路実現を支援していると感じている
生徒が８０％以上である。

ⅰ時宜に応じた効果的な進路情報の提供と、生徒の進路課題と指導方
針の共有化を図る。【進路】
ⅱ情報交換会や成績会議において情報交換を行う。【教務・学年】
ⅲ担任による二者面談・三者面談を充実させる。【学年・進路】
ⅳ進路意識を高めるための進路行事を実施する。【進路】

A A A

・学校をあげて生徒の進路実現に向けた指導を支援をおこなっ
ていることは充分感じる。教師間で生徒に対する指導がぶれな
いよう、今後も充実した情報の発信・収集・分析を続け、面談
等を通して生徒理解を深め、全員の進路実現に向けて支援して
欲しい。

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

(16) 進路行事に積極的に参加したと自己評価している生
徒が８5％以上である。

ⅰ体験的学習やグループワーク、全体発表などの授業形態を取り入れ
ることにより、進路行事へ参加する意識を高める。【進路・学年】

B A B

・回答より、生徒一人ひとりが将来のことを真剣に考えてるこ
とが分かりました。キャリア教育に関する多種多様な行事やイ
ベントが計画・実施されていて、とても立体的なアプローチに
なったいると思う。目標に向かう生徒の後押しをこれからもお
願いしたい。

(17) 学校の教育活動を人々に理解してもらうために「学
校公開」を年4回実施する。

ⅰ５月のPTA総会の時に公開授業を実施する。【教務・渉外】
ⅱ１・３学期にｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙを実施し、玉村町回覧板に掲載するなど、
広報活動を行う。【教務】
ⅲ１１月の学校説明会の時に公開授業を実施する。【教務】

B B B

・学校説明会、オープンスクール等の学校公開を実施は、学校
を知ってもらうとともに、学校の外部からの評価を知る上でも
大切と考える。今後も継続していって欲しい。また、保護者に
も学校に関心をもってもらう機会としても期待する。

(18) 本校の教育活動を地域・保護者・中学生等に理解し
てもらうため、Webページの充実を目指し、更新
を月に４回行う。

ⅰ本校の行事や部活動実績について、終了次第なるべく早くWeb
ページに掲載する。【教務】
ⅱWebページに各種案内を掲載する。【教務】

A A A

・ＨＰや学校案内のパンフレット等で、生徒の活動写真が多く
掲載されており、玉村高校の良さが周知できる内容となってい
る。また、議会との連携など、玉村高校が学校外での放送・掲
載で扱われることもあった。地域の方に存在価値を知ってもら
えることで、玉高もよりよくなっていくと思う。

(19) 学年保護者会等に参加している保護者が８０％以上
である。

ⅰ入学式後に１学年の保護者会を実施する。【１学年】
ⅱ２学期、修学旅行に関した保護者会を実施する。【２学年】
ⅲ１学期、進路や卒業準備に関した保護者会を実施する。【３学年】 B B B

・保護者の方が積極的に保護者会等に出席していることは、家
庭との連携を密にしているからだと考える。授業公開等で、少
しでも学校で頑張っている姿を見る機会はがあったら応援した
くなると思います。

(20) 学校通信を各学期ごとに発行する。 ⅰ校務委員を中心に、各学期毎に学校通信(よろくぶ通信)を発行し、
地域への回覧を依頼する。【校務】 B B B

・保護者、地域住民に向けて、随時有益な情報発信を今後も継
続して欲しい。

Ⅵ
教育デジタル
化に努めてい
ますか。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

(21) 生徒の70％以上が、ICTを活用した授業に、満足
している。

ⅰICTを活用の仕方についての全体研修や各自の見直し等をおこない
ながら、ICTを用いた授業の量および質を上げていく。また、グーグ
ルフォームやスタディーサプリを活用することで授業の効率化を図
る。【教務・進路・渉外・保健】

B A B

・ICTの利用で、生徒が理解しやすく効率的な授業づくりがで
きていると評価します。ICTの活用は、これから益々必要不可
欠になると思うので、世の中動きを取り入れた幅を広げての活
用に期待しています。効率的な活用により、業務軽減が可能と
なることも期待します。

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

(22) ペーパーレスの職員会議を１０回以上実施してい
る。

ⅰ職員用のグーグルクラスルームを作成し、各自のアカウントを用い
て共有フォルダ内の資料を閲覧する形態で職員会議を行い、業務の効
率化とペーパーレス化を図る。【教務】 B B B

・ＩＣＴ機器を活用してペーパーレス化が進む取り組みは、大
変良いことである。そのうえで、しっかりとした学校運営をこ
れからもおこなっていってほしい。

・朝会、校務委員会、職員会議のほとんどの資料で、ペーパーレス化を行っている。一方で必要
な情報は、確認・集約をしっかりと行うなど、情報共有のミスのない学校運営に努めていきた
い。

・学校説明会・オープンスクールを各２回実施。Webページの内容を充実させることで本校を広
報することができていると考える。今後も、ホームページを通じて、本校の特色を含めた学校紹
介や最新情報を発信する一方、様々な機会を生かし、玉村高校を伝えることを考える。

・一年を通し、学校説明会の案内、学校行事等、Webページの更新を随時行うことができた。学
校外の方は、Webページで本校の情報を得ることとなるため、今後もWebページの更新を適宜行
い、中学生・保護者により深く本校への興味・関心を高めたい。また、玉村高校がよりよくなる
ための地域への関わり方も考えていきたい

・各学年で必要な課題を明確にすることで、各学年の保護者会の参加率は９０％以上であった。
日頃より、学校の取り組みへの理解を深めてもらえるよう努め、家庭との連携を密にすること
で、保護者会の出席率をより高めたい。

学校通信の発行は費用対効果の観点から年度途中に見直しを行い、紙媒体での配布は保護者用に
留め、地域への周知はweb掲示に集約した。効果的な周知方法について、引き続き検討を重ねて
いきたい。
・全校生徒がアクセスできる環境が整っており、グーグルクラスルーム、フォームを活用して、
各アンケートを実施している。次年度も活用の幅を拡大していくことで、情報集約の効率化や、
職員の業務負担の軽減に繋げていきたい。

・93.1％の生徒、85.0％の教員が、「職員室に入室する際に服装を正し、適切な声量で用件を
伝えることができた」と回答している。我々職員が日頃のマナーも含めた入室指導の方法を次年
度も引き継ぎ継続させていきたい。今後も、礼儀正しい態度を身につけることの意味を、あらゆ
る場面において粘り強く指導する。指導を受ける中で、自分が自信をもって社会の一員として生
活できるようになればと考える。

・充実したガイダンス等を各学年とも年４回以上実施し、生徒の進路意識向上に役立てることが
できている。学校内での活動のみでなく、今後も、現在行っている（外部講師の活用等）を継続
し、生徒にとって必要と考えるキャリア教育を行っていく。また、さらなる有効な行事等の試み
も模索していく。

・定期的に発行することができた。今後も、定期的な発行により、生徒及び保護者に十分な情報
提供を行い、生徒・保護者の更なる進路意識の向上、さらに進路実現に繋げていきたい。

・92.6%の保護者が「玉村高校は学校をあげて、生徒の進路実現を支援している」と回答。情報
交換会や成績会議等における情報共有を更に進めるとともに、二者面談・三者面談などをとおし
て生徒・保護者の進路希望の把握・実現に努めていく。また、進路における課題については、進
路指導部が中心となり、生徒の進路に向けた意欲と態度を身につけさせるための有効な指導を模
索し、各生徒の実態に合った進路学習を展開していく。

・86％の生徒が「進路行事に積極的に参加することができた」と回答している。今後とも学校内
のガイダンス、校外における「進路相談会」等への積極的な参加を推進して、進路意識の定着を
図りたい。インターンシップに関わる進路学習だけでなく、各行事において、生徒自らが進路実
現に向け考え、行動することができるよう指導をおこなっていく。

9Ⅴ 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

達成状況のまとめ及び次年度の課題 学校関係者評価

・「玉村高校が好きだ」と感じている生徒は、82.3％であった。生徒が学習だけでなく
学校行事・探究活動にも主体的に取り組める指導を行っていることで、目標値を概ね達
成することができた。様々な発達課題や進路希望を有する生徒が在籍する中で、今後
も、学校全体で指導方法の検討・共有を随時行い、生徒が自己肯定感や自尊心を高めら
れる活動の場を設定することができればと考えている。

・３年間を見通した学習計画「玉高チャレンジプラン」に基づき、80.6％の生徒がキャ
リアアップを目指しているという回答となった。今後も「玉高チャレンジプラン」の取
り組みを継続・発展させることで、他の授業・行事でも生徒のキャリアアップが指導で
きるよう、職員研修の充実を図る。
・ビブリオバトルには全学年が取り組み、生徒の表現力を養う授業に寄与することがで
きた。
・英語・数学・表現の授業において、いずれも8５％以上の生徒が、本校の特色である
習熟度別、少人数、T.Tによる授業に満足している。今後も少人数授業、習熟度授業、
Ｔ．Ｔによる授業を継続し、基礎学力の一層の定着を図る。また、学校設定教科の学習
内容を精査し、より工夫した授業展開を図る。

・授業アンケートの生徒の回答では、肯定的な回答率が各授業で80％を超えている。生徒の実態
を考え、ＩＣＴ機器の活用も含めた、わかりやすい授業の工夫の成果がでていると考えている。
今後もわかりやすい授業を目指していくとともに、単元の評価規準・単元の目標・授業計画・総
括（評価）の方法等をしっかりと作成し、育てたい力を意識した指導を行っていく。

・図書通信の発行、図書委員会の企画、授業と連携したビブリオバトルの実施など、多くの授
業・行事等で図書館を活用してもらえるような取り組み（広報活動、環境・雰囲気づくり等）を
検討・実施してきた。図書館の貸出冊数は全体としては昨年度に比べ減少（一人平均5.1冊→4.3
冊）しているが、取組の充実に伴い、2学期はむしろ増加している。これからもこの取組は継
続・発展させていきたい。また、図書館の利活用を促進するため、授業における図書館の利用年
間計画を作成する。

・「学力が身についた」と感じた生徒が88.0％となっている。高い数字が出ている理由として、
授業がわかりやすいという回答が高いことが関係していると考えられる。今後も生徒の学習状況
や個性を把握し、教育的な配慮も取り入れながら、わかりやすい授業の推進を心がける。また、
多様な生徒の実情を考慮し、学習への遅れがないよう個々への指導（定期考査前の補習等）も
行っていく。

・のべ受検者数は459名で、全体合格率は66.4％であった。今年度は感染症の影響で昨年度を
下回る受験者数となったが、合格率は上昇しており、取得に向けた目的意識を持たせることがで
きていると考えている。今後も、各検定に向け、それぞれさらに改善できるような取り組みを考
えていきたい。また、計画的に学習を進められるような指導、活動場所の提供など、目標級に合
格できるような、環境をつくっていきたい。

・風紀委員会、生徒会本部役員と職員合同であいさつ運動を計画どおり行い、職員による玄関指
導・あいさつ運動をほぼ毎日行った。今後も継続し、日頃の指導から生徒の把握に努めるととも
に、生徒が一体となって学校を作っていく意識を育む機会としていきたい。

・玉村町社会福祉協議会と連携し、１学年が取り組んだ。目的と意義を理解させ、定植に留まら
ず、当番による毎日の撒水など、道徳教育の一環として取り組むことができた。今後も引き続
き、道徳教育の充実をいろいろな形で図っていく。

・全校対象のアンケートを年4回実施し、職員会議で時間を掛けて情報共有を行った。また、問
題発生時には、関係職員が連携し、早期に対処することができており、結果として、現状でき得
る案件での解消認定をすることができた。今後も、問題を未然に防ぐために、日頃の指導から生
徒の人権意識や道徳的な価値観を高めるとともに、いじめに関する生徒の意識改革を図る。ま
た、からかい程度の小さなことでも、早期に対応できるよう、生徒の状況把握に努めていく。

・２学期末までの遅刻率は、理由は様々であるが、２学期に増加し、3.0％となった（昨年度か
ら1.1％増加）。遅刻改善のために、状況をしっかりと踏まえた上で、各生徒にあった丁寧な指
導を行っていく必要がある。また、自己管理力を養う一歩として、生活の中心を学校に置かせる
よう生徒・保護者に呼びかける。

Ⅳ

開かれた学校
づくりに努め
ていますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的
な学習活動に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

生徒の主体的
な進路選択に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

生徒の充実し
た学校生活に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策
羅　　　　　針　　　　　盤

1

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校
づくりに努め
ていますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

　
6

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

3


